「しかし あなた は 物識りで すから、 何 かめず らしい お 

話が ありそうな もんです ね ご 

「おだてち や あいけ ない。 いくら 物識りで も 種の ない 

てづま 

手妻 は 使えない。 だが、 こうなる と 知らない というの 

も 残念 だ。 若い 人のお だてに 乗って、 まず こんな 話で 

もす るかな ご 

「ぜひ 聴かせて ください ご と、 青年 は 手帳 を 出し 始め 

る。 

ほん も A 

「どうも 気が 早い な。 では、 早速に 本文に 取り かかる 

事に しょうご と、 老人 も 話し 始める。 

「これ は 嘉永四 年の 話 だと 思っても らいたい。 君た ち 



騒ぎ をして 捕えた という こと だが、 その 長さ は 九 間 一 

尺 もあった そうだ。 今度 は 鯨 は 死んで いて、 長さ は 三 

間 余りであった というから、 寛 政の 鯨よりも 遙 かに 小 

さい。 それでも 鮫洲で 捕れた 鯨と いえば、 観 世 物に は 

お 訛え 向き だから、 耳の 早い 興行師 仲間 はすぐ に K け 

つけた。 友 蔵と 幸吉も 飛んで 行った。 

鮫洲の 漁師た ち も 総が かりで、 死んだ 鯨 を 岸 寄りの 

浅い ところへ 引 揚げた ものの、 これまで 鯨な ど を 扱つ 

たこと がない から、 どう 処分して いい か 判らない。 と 

も かく も 御 代官 所へ 届ける なぞと 騒いで いる。 それ を 

聞き伝えて 見物人が 大勢 あつまって 来る。 友 蔵 兄弟が 



くれたよ うな もの だが、 兄弟 はそう 思わない。 ただ、 

かたき 討が 出来た といって、 むやみに 喜んでいた。 そ 

れが 彼らの 人情 かも 知れない。 

ここで 関係者の 戸籍調べ をして 置く 必要が ある。 由 

さんや 

兵 衛は浅 草の 山 谷に 住んで いて、 ことし 五十の 独り者 _ 

友 蔵は卅 一、 幸 吉は廿 六で、 本 所の 番場 町、 多 田の 薬 

師の 近所の 裏長屋に 住んで いる。 幸吉 はま だ 独り 身 だ 

が、 兄の 友 蔵に は、 お 常と いう 女房が ある。 このお 常 

に 少し 因縁が ある ご 

「以前 は 由 兵衛の 女房 だ つたんで すか。 」 

「いつもながら 君 は 実に 勘が いいね。 表向きの 女房で 



にも いろいろの 物 を 出した が、 みんな はずれる。 した 

がって、 借金 は 出来る、 やけ 酒 を 飲む という わけで、 

ますます 落 目に なって 来た。 その 由 兵衛の 耳に はいつ 

たのが 両国の 『虎の子』 で、 友 蔵の 小屋 は 毎日 大入り 

だとい う 評判。 余人なら ば ともあれ、 自分の かたきと 

睨んで いる 友 蔵の 観 世 物が 大当りと 聞いて は、 今の わ 

が 身に 引き くらべ て 由 兵衛は 残念で ならない。 恨み か 

さなる 友 蔵め に、 ここで 一 泡 吹かせて やろうと 考えた _ 

由 兵 衛も同 商売で あるから、 インチキ 仲間の 秘密 は 

承知して いる。 千里の 藪で 生 捕りました る 虎の子が 本 

物で ない こと は 万々 察して いる、 そこで 先ず その 正体 
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